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は
じ
め
に

　

サ
ブ
サ
ハ
ラ
・
ア
フ
リ
カ
地
域
（
以
下
、
ア
フ
リ
カ
と
い
う
）
は
様
々
な
安
全
保
障
課
題
に
直
面
し
て
い
る（

（
（

。
特
に
武
力
紛
争
や

テ
ロ
は
、
直
接
的
に
人
々
の
命
を
奪
う
の
み
な
ら
ず
、
行
政
・
社
会
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
阻
害
し
、
感
染
症
な
ど
を
通
じ
て
間
接
的

に
無
数
の
人
々
の
命
や
生
活
を
脅
か
す
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
で
は
、
こ
れ
ら
の
安
全
保
障
課
題
、
特
に
武
力
紛
争
や
テ
ロ
を
防
い

だ
り
、
終
結
に
導
い
た
り
す
る
上
で
軍
事
力
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
う
る
の
だ
ろ
う
か
。
ア
フ
リ
カ
は
お
そ
ら
く
最
も
多
様

な
ア
ク
タ
ー
に
よ
る
軍
事
的
関
与
が
行
わ
れ
て
い
る
地
域
の
一
つ
で
あ
る
。
国
連
や
ア
フ
リ
カ
連
合
（
Ａ
Ｕ
）
に
よ
る
平
和
維
持
活

動
（
Ｐ
Ｋ
Ｏ
）
や
、
米
国
や
フ
ラ
ン
ス
な
ど
の
域
外
国
に
よ
る
直
接
的
な
軍
事
介
入
や
現
地
政
府
軍
の
能
力
構
築
、
ソ
マ
リ
ア
沖
の

海
賊
に
対
す
る
欧
米
諸
国
や
日
本
、
中
国
な
ど
に
よ
る
海
軍
派
遣
を
含
め
そ
の
取
り
組
み
も
様
々
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
軍
事
的
取
り
組
み
が
ア
フ
リ
カ
の
平
和
と
安
定
に
も
た
ら
し
た
効
果
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
米
国

や
フ
ラ
ン
ス
な
ど
の
軍
事
的
関
与
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ソ
マ
リ
ア
や
サ
ヘ
ル
地
域
に
お
い
て
安
定
化
へ
の
見
通
し
は
い
ま
だ
に
立
っ

て
い
な
い
。
国
連
Ｐ
Ｋ
Ｏ
が
展
開
す
る
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
（
以
下
、
コ
ン
ゴ
と
い
う
）
な
ど
で
も
依
然
と
し
て
無
数
の
武
装
勢
力

が
跋
扈
し
、
現
地
の
人
々
の
安
全
を
脅
か
し
て
い
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ア
フ
リ
カ
の
安
全
保
障
課
題
解
決
に
お
け
る
軍
事
力
の

有
用
性
と
限
界
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
軍
隊
が
担
い
う
る
役
割
は
、
敵
勢
力
の
掃
討
か
ら
食
料
な
ど
の
援
助
物
資
の
輸
送
・
配
布
と

い
っ
た
非
軍
事
的
な
も
の
ま
で
多
様
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
軍
隊
特
有
の
役
割
と
し
て
の
軍
事
的
な
手
段
を
用
い
た
敵
対
勢
力
の

抑
止
や
弱
体
化
、
鎮
圧
に
焦
点
を
絞
っ
て
考
察
す
る
。
そ
の
際
、「
非
対
称
性
」
の
概
念
を
手
掛
か
り
と
し
て
分
析
を
行
う
。

　

第
一
節
で
は
ま
ず
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
の
ア
フ
リ
カ
が
直
面
す
る
安
全
保
障
課
題
に
つ
い
て
、
継
続
性
と
変
化
の
視
点
か
ら
概
観

す
る
。
次
に
同
地
域
に
お
け
る
平
和
と
安
定
を
達
成
す
る
手
段
と
し
て
の
軍
事
力
の
役
割
に
つ
い
て
、
政
策
レ
ベ
ル
で
の
議
論
・
認

識
と
実
態
と
の
間
の
乖
離
を
指
摘
し
、
軍
事
力
の
有
用
性
や
そ
の
限
界
に
つ
い
て
の
理
解
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
こ
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う
し
た
問
題
意
識
を
も
と
に
、
第
二
節
で
は
非
対
称
性
概
念
を
定
義
し
た
後
に
、
ア
フ
リ
カ
域
内
外
の
国
々
や
そ
の
軍
隊
と
、
非
国

家
武
装
勢
力
や
テ
ロ
組
織
な
ど
と
の
間
に
は
五
つ
の
非
対
称
性
が
存
在
す
る
こ
と
を
示
し
、
そ
れ
ら
の
非
対
称
性
は
、
軍
事
力
の
有

用
性
を
低
減
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
三
節
で
は
、
非
対
称
性
を
緩
和
・
克
服
し
う
る
方
法
と
し
て
の
ア
フ

リ
カ
化
と
自
警
団
の
活
用
が
も
た
ら
す
効
果
と
課
題
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
最
後
に
本
稿
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と

と
も
に
、
今
後
の
研
究
上
の
課
題
を
指
摘
し
て
本
稿
を
締
め
く
く
る
。

一　

ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
安
全
保
障
上
の
課
題

（
一
）
武
力
紛
争
・
テ
ロ
と
多
様
な
脅
威

　

冷
戦
後
の
ア
フ
リ
カ
が
直
面
す
る
安
全
保
障
課
題
は
一
定
の
継
続
性
と
変
化
に
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
独
立
後
の
ア
フ
リ
カ
各
国
で

見
ら
れ
た
国
家
の
権
力
や
統
治
を
め
ぐ
る
大
規
模
な
内
戦
は
一
九
九
〇
年
代
半
ば
に
ピ
ー
ク
に
達
し
た
後
、
二
〇
〇
〇
年
代
前
半
に

は
大
き
く
減
少
し
た（

（
（

。
と
こ
ろ
が
二
〇
〇
〇
年
代
後
半
に
入
る
と
武
力
紛
争
や
政
治
的
暴
力
は
再
び
増
加
し
、
死
者
数
は
二
〇
〇
六

年
の
約
六
一
〇
〇
人
か
ら
二
〇
一
四
年
の
約
三
万
一
〇
〇
〇
人
へ
と
お
よ
そ
五
倍
に
増
加
し
た（

（
（

。
特
に
一
般
の
人
々
に
対
す
る
攻
撃

は
、
同
約
一
四
〇
〇
人
か
ら
一
万
二
七
〇
〇
人
へ
と
急
激
に
増
加
し
た
。
現
在
も
ソ
マ
リ
ア
や
マ
リ
、
中
央
ア
フ
リ
カ
共
和
国
、
コ

ン
ゴ
な
ど
に
お
け
る
武
力
紛
争
は
、
終
結
が
見
通
せ
な
い
状
況
に
あ
り
、
日
々
多
く
の
死
傷
者
や
難
民
・
国
内
避
難
民
を
生
ん
で
い

る
。
こ
の
よ
う
に
数
の
上
で
の
増
減
は
あ
る
も
の
の
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
武
力
紛
争
や
政
治
的
暴
力
は
ほ
ぼ
一
貫
し
て
ア
フ
リ

カ
が
直
面
す
る
最
も
重
要
な
安
全
保
障
課
題
で
あ
り
続
け
て
い
る
。

　

一
方
で
、
近
年
の
重
要
な
変
化
と
し
て
指
摘
で
き
る
の
が
、
い
わ
ゆ
る
テ
ロ
組
織
や
非
国
家
武
装
勢
力
の
台
頭
で
あ
る
。
ヴ
ァ
イ

ン
ズ
（A

lex V
ines

）
は
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
に
起
き
た
ア
フ
リ
カ
の
安
全
保
障
に
お
け
る
最
大
の
変
化
は
、
ア
ン
ゴ
ラ
や
ス
ー
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ダ
ン
で
見
ら
れ
た
よ
う
な
「
国
家
の
支
配
を
め
ぐ
る
大
規
模
な
戦
争
の
終
結
」
と
、
ア
ル
・
シ
ャ
バ
ー
ブ
の
よ
う
な
「
国
境
を
往
来

す
る
機
動
的
な
叛
乱
武
装
勢
力
」
の
台
頭
で
あ
る
と
指
摘
す
る（

（
（

。
実
際
に
、
同
地
域
に
お
け
る
テ
ロ
の
発
生
件
数
及
び
死
者
数
は
二

〇
一
一
年
か
ら
二
〇
一
四
年
に
か
け
て
大
幅
に
増
加
し
、
以
後
、
毎
年
六
〇
〇
〇
人
以
上
が
犠
牲
と
な
っ
て
い
る（

（
（

。
こ
の
ほ
と
ん
ど

は
、
ソ
マ
リ
ア
の
ア
ル
・
シ
ャ
バ
ー
ブ
と
チ
ャ
ド
湖
周
辺
で
活
動
す
る
ボ
コ
・
ハ
ラ
ム
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
マ
リ
や
ニ
ジ
ェ
ー

ル
な
ど
の
サ
ヘ
ル
地
域
に
も
複
数
の
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
勢
力
が
跋
扈
し
、
不
安
定
化
の
要
因
と
な
っ
て
い
る（

（
（

。
こ
う
し
た
武
装
勢
力

や
テ
ロ
組
織
の
暴
力
行
使
の
目
的
は
様
々
で
あ
り
、
政
治
的
な
目
的
の
ほ
か
、
宗
教
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、
社
会
・
経
済
的
な
理

由
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
い
る
場
合
も
多
い
。

　

武
装
勢
力
や
テ
ロ
組
織
の
活
動
を
支
え
て
い
る
の
が
、
身
代
金
目
的
の
誘
拐
や
、
薬
物
、
武
器
、
天
然
資
源
の
違
法
取
引
を
は
じ

め
と
す
る
組
織
犯
罪
で
あ
る（

（
（

。
例
え
ば
イ
ス
ラ
ム
・
マ
グ
レ
ブ
諸
国
の
ア
ル
カ
ー
イ
ダ
（A

l-Q
aeda in Islam

ic M
aghreb

）
や
関

連
す
る
勢
力
は
、
二
〇
〇
〇
年
代
後
半
以
降
、
欧
米
諸
国
か
ら
の
援
助
関
係
者
や
旅
行
者
な
ど
を
誘
拐
し
、
一
人
あ
た
り
一
〇
〇
万

ド
ル
以
上
の
身
代
金
を
得
る
こ
と
で
、
サ
ヘ
ル
地
域
に
お
け
る
勢
力
を
拡
大
し
て
き
た（

（
（

。
ま
た
コ
ン
ゴ
東
部
の
武
装
勢
力
は
、
支
配

下
に
あ
る
地
域
で
の
金
や
希
少
資
源
の
違
法
な
採
掘
や
取
引
に
従
事
す
る
人
々
や
企
業
に
対
し
て
「
税
金
」
を
か
け
る
こ
と
で
必
要

な
資
金
や
物
資
を
得
て
い
る（

（
（

。
武
力
紛
争
と
直
接
的
な
つ
な
が
り
が
な
い
場
合
で
も
、
組
織
犯
罪
は
人
々
の
安
全
を
様
々
な
形
で
脅

か
す
。
二
〇
〇
〇
年
代
後
半
に
急
増
し
た
ソ
マ
リ
ア
沖
・
ア
デ
ン
湾
に
お
け
る
海
賊
は
、
民
間
の
船
舶
を
乗
っ
取
る
と
と
も
に
、
乗

組
員
を
人
質
と
し
て
長
期
に
わ
た
っ
て
拘
束
し
て
き
た
。

　

ま
た
武
力
紛
争
や
治
安
上
の
脅
威
の
存
在
に
よ
っ
て
政
府
に
よ
る
行
政
・
社
会
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
困
難
と
な
る
と
、
人
々
の
安

全
は
様
々
な
非
人
為
的
脅
威
に
晒
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
一
つ
の
例
が
感
染
症
で
あ
り
、
例
え
ば
二
〇
一
四
年
に
西
ア
フ
リ
カ

で
蔓
延
し
た
エ
ボ
ラ
出
血
熱
は
二
年
あ
ま
り
で
一
万
人
を
超
え
る
死
者
を
出
し
、
国
連
安
全
保
障
理
事
会
は
「
国
際
の
平
和
と
安
全

に
対
す
る
脅
威
」
と
し
て
認
め
る
に
ま
で
至
っ
た（

（1
（

。
こ
こ
ま
で
事
態
が
深
刻
化
し
た
理
由
は
様
々
で
あ
る
が
、
大
半
の
犠
牲
者
を
出
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し
た
シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
と
リ
ベ
リ
ア
は
い
ず
れ
も
二
〇
〇
〇
年
代
初
め
ま
で
紛
争
下
に
あ
り
、
医
療
体
制
が
脆
弱
な
ま
ま
で
あ
っ
た
こ

と
は
最
も
重
要
な
背
景
の
一
つ
で
あ
る（

（1
（

。
ま
た
、
よ
り
身
近
な
感
染
症
と
し
て
の
マ
ラ
リ
ア
で
は
、
ア
フ
リ
カ
全
体
で
毎
年
四
〇
万

人
以
上
が
亡
く
な
っ
て
お
り
、
武
力
紛
争
な
ど
に
よ
る
直
接
的
な
犠
牲
者
数
を
は
る
か
に
上
回
る（

（1
（

。
こ
の
ほ
か
に
も
栄
養
不
良
や

様
々
な
保
健
衛
生
上
の
問
題
は
多
く
の
人
々
が
日
常
的
に
直
面
す
る
深
刻
な
脅
威
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
紛
争
国
に
限
っ
た
問
題
で
は

な
い
も
の
の
、
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
武
力
紛
争
と
子
ど
も
の
死
亡
率
と
の
関
係
を
調
べ
た
研
究
に
よ
れ
ば
、
紛
争
の
烈
度
が
高
い
も

の
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
そ
し
て
長
期
に
わ
た
る
も
の
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
そ
の
周
辺
地
域
で
生
ま
れ
た
子
ど
も
の
死
亡
率
は
高

く
な
り
、
そ
の
影
響
は
紛
争
終
結
後
八
年
間
に
わ
た
っ
て
続
く
と
い
う（

（1
（

。

　

以
上
の
よ
う
に
、
現
在
の
ア
フ
リ
カ
が
直
面
す
る
安
全
保
障
上
の
課
題
は
様
々
で
あ
る
が
、
そ
の
直
接
的
・
間
接
的
影
響
も
考
え

る
な
ら
ば
、
武
力
紛
争
や
政
治
的
暴
力
は
最
も
深
刻
か
つ
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
武
力
紛
争
自
体
は
目
新
し
い
課
題
と

は
言
え
な
い
が
、
そ
の
実
態
は
大
き
く
変
化
し
つ
つ
あ
り
、
様
々
な
背
景
や
目
的
を
持
っ
た
武
装
勢
力
や
テ
ロ
組
織
が
台
頭
す
る
と

と
も
に
、
そ
れ
に
呼
応
す
る
よ
う
に
一
般
の
人
々
に
対
す
る
攻
撃
も
増
加
し
て
い
る
。
で
は
こ
う
し
た
問
題
、
特
に
台
頭
す
る
武
装

勢
力
や
テ
ロ
組
織
に
対
し
て
、
軍
事
力
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。

（
二
）
軍
事
力
の
限
界
へ
の
認
識
と
軍
事
化
の
実
態

　

ア
フ
リ
カ
域
内
外
の
多
様
な
ア
ク
タ
ー
が
同
地
域
の
平
和
と
安
定
に
向
け
て
様
々
な
軍
事
的
及
び
非
軍
事
的
取
り
組
み
を
行
っ
て

き
た
。
し
か
し
、
長
年
に
わ
た
る
試
行
錯
誤
の
中
で
、
政
策
レ
ベ
ル
で
は
近
年
、
軍
事
力
の
限
界
が
認
識
さ
れ
、
強
調
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
こ
れ
ま
で
の
Ｐ
Ｋ
Ｏ
な
ど
に
関
す
る
包
括
的
な
レ
ビ
ュ
ー
と
提
言
を
行
っ
た
国
連
ハ
イ
レ
ベ
ル
独
立
委

員
会
報
告
書
（
以
下
、
Ｈ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
レ
ポ
ー
ト
と
い
う
）
で
は
「
永
続
的
な
平
和
は
軍
事
的
あ
る
い
は
技
術
的
な
関
与
で
は
な
く
、
政

治
的
解
決
策
を
通
じ
て
達
成
さ
れ
る
。
政
治
的
解
決
策
が
常
に
国
連
平
和
活
動
の
形
や
派
遣
に
お
け
る
指
針
と
な
る
べ
き
で
あ
る
」
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と
さ
れ
、「
政
治
の
優
越
性
」
が
謳
わ
れ
た（

（1
（

。
同
様
に
、
米
ア
フ
リ
カ
軍
（
Ａ
Ｆ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
）
司
令
官
の
ワ
ル
ド
ハ
ウ
ザ
ー

（T
hom

as D
. W

aldhauser

）
は
、
議
会
で
行
っ
た
二
〇
一
八
年
態
勢
報
告
に
お
い
て
「
変
化
を
も
た
ら
す
主
要
な
主
体
と
し
て
軍

を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
決
で
き
る
ア
フ
リ
カ
の
課
題
は
一
つ
も
な
い
」
と
し
、
米
国
の
外
交
あ
る
い
は
開
発
分
野
で
の
取
り
組

み
を
支
援
す
る
こ
と
が
Ａ
Ｆ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
の
主
要
な
役
割
で
あ
る
と
述
べ
た（

（1
（

。
ま
た
フ
ラ
ン
ス
の
ド
・
ヴ
ィ
リ
エ
（Pierre de 

V
illiers

）
統
合
参
謀
総
長
は
、「
戦
争
へ
の
勝
利
は
平
和
の
樹
立
に
は
十
分
で
は
な
い
。
安
全
保
障
な
く
し
て
開
発
は
な
く
、
ま
た

同
時
に
同
じ
場
所
に
お
け
る
開
発
な
く
し
て
は
安
全
保
障
も
な
い
」
と
述
べ
、
軍
事
、
外
交
、
開
発
を
含
め
た
包
括
的
ア
プ
ロ
ー
チ

の
必
要
性
を
説
い
た（

（1
（

。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
は
、
ア
フ
リ
カ
の
平
和
と
安
定
の
実
現
に
軍
事
力
が
何
ら
役
割
を
果
た
し
え
な
い
と
い
う
こ
と
を
示
唆
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
Ｈ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
レ
ポ
ー
ト
は
、
現
場
の
状
況
や
課
題
に
合
わ
せ
て
国
連
Ｐ
Ｋ
Ｏ
が
有
す
る
全
て
の
能
力

や
ツ
ー
ル
を
柔
軟
に
活
用
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
お
り
、
そ
の
一
つ
と
し
て
軍
事
力
も
含
ま
れ
て
い
る（

（1
（

。
こ
れ
ら
の
政
策
レ
ベ
ル
の

文
書
や
声
明
が
意
図
し
て
い
る
の
は
、
軍
事
力
の
み
で
達
成
で
き
る
こ
と
の
限
界
と
と
も
に
、
外
交
・
開
発
な
ど
の
非
軍
事
的
ツ
ー

ル
と
軍
事
力
と
の
連
携
や
、
外
交
・
開
発
分
野
に
お
け
る
人
材
・
資
金
の
拡
充
の
重
要
性
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
軍
事
力
の
限
界
へ
の
認
識
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
近
年
の
大
き
な
潮
流
と
し
て
指
摘
で
き
る
の
は
、
ア
フ
リ
カ
の
安
全
保

障
課
題
解
決
に
お
け
る
軍
事
的
手
段
の
積
極
的
な
活
用
、
す
な
わ
ち
軍
事
化
で
あ
る
。
国
連
は
マ
リ
や
中
央
ア
フ
リ
カ
共
和
国
な
ど

和
平
合
意
が
存
在
し
な
い
国
に
Ｐ
Ｋ
Ｏ
を
展
開
し
、
武
装
勢
力
や
テ
ロ
組
織
と
の
戦
闘
を
余
儀
無
く
さ
れ
る
機
会
が
増
え
て
い
る（

（1
（

。

コ
ン
ゴ
に
お
け
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
）
で
は
、
介
入
旅
団
（
Ｆ
Ｉ
Ｂ
）
と
呼
ば
れ
る
部
隊
が
二
〇
一
三
年
に
設
置
さ
れ
、

同
国
東
部
で
脅
威
と
な
っ
て
い
る
武
装
勢
力
に
対
す
る
掃
討
作
戦
が
開
始
さ
れ
た
。
同
様
に
Ａ
Ｕ
や
ア
フ
リ
カ
地
域
主
導
の
取
り
組

み
に
お
い
て
も
、
軍
事
力
は
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
ア
フ
リ
カ
連
合
ソ
マ
リ
ア
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｍ
）
は
、

ア
ル
・
シ
ャ
バ
ー
ブ
か
ら
ソ
マ
リ
ア
の
主
要
都
市
を
軍
事
的
に
奪
還
し
て
き
た
一
方
で
、
奪
還
後
の
地
域
の
復
興
や
再
建
、
行
政
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サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど
に
は
十
分
な
リ
ソ
ー
ス
が
割
か
れ
て
こ
な
か
っ
た（

（1
（

。
ま
た
ボ
コ
・
ハ
ラ
ム
に
対
し
て
は
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
な

ど
の
チ
ャ
ド
湖
周
辺
の
国
々
か
ら
な
る
多
国
籍
統
合
軍
（
Ｍ
Ｎ
Ｊ
Ｔ
Ｆ
）
が
、
そ
し
て
サ
ヘ
ル
地
域
の
武
装
勢
力
や
テ
ロ
組
織
に
対

し
て
は
、
チ
ャ
ド
や
マ
リ
、
ニ
ジ
ェ
ー
ル
な
ど
か
ら
な
る
サ
ヘ
ル
五
カ
国
統
合
軍
（
Ｆ
Ｃ-

Ｇ
5
Ｓ
）
が
そ
れ
ぞ
れ
軍
事
力
主
導
で

の
課
題
解
決
を
目
指
し
て
い
る
。

　

米
国
や
フ
ラ
ン
ス
な
ど
の
域
外
国
に
よ
る
取
り
組
み
に
お
い
て
も
軍
事
化
は
進
ん
で
い
る
。
米
国
は
冷
戦
後
、
戦
略
的
重
要
性
が

下
が
っ
た
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
軍
事
的
な
関
与
を
大
幅
に
縮
小
さ
せ
た
が
、
二
〇
〇
一
年
に
テ
ロ
と
の
戦
い
が
軍
事
・
安
全
保
障
政

策
上
の
最
重
要
課
題
と
な
る
と
、
再
び
同
地
域
に
お
け
る
米
軍
の
活
動
を
活
発
化
さ
せ
た
。
二
〇
〇
七
年
に
は
Ａ
Ｆ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
が

設
置
さ
れ
、
エ
ジ
プ
ト
を
除
く
ア
フ
リ
カ
大
陸
全
体
の
軍
事
的
活
動
を
統
合
的
に
計
画
・
実
施
す
る
体
制
が
整
え
ら
れ
た
。
Ａ
Ｆ
Ｒ

Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
は
、「
能
力
構
築
軍
」
と
も
称
さ
れ
る
よ
う
に
、
ア
フ
リ
カ
の
現
地
国
軍
に
対
す
る
教
育
訓
練
が
活
動
の
大
き
な
割
合
を

占
め
る（

（2
（

。
し
か
し
二
〇
〇
〇
年
代
後
半
以
降
、
ア
フ
リ
カ
各
地
に
無
人
航
空
機
（
Ｕ
Ａ
Ｖ
）
の
離
着
陸
が
可
能
な
拠
点
を
設
置
す
る

と
と
も
に
、
特
殊
部
隊
に
よ
る
直
接
的
な
軍
事
作
戦
も
活
発
化
さ
せ
た
。
同
地
域
で
活
動
す
る
特
殊
部
隊
要
員
は
、
二
〇
〇
六
年
に

は
七
〇
人
程
度
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
二
〇
一
八
年
ま
で
に
そ
の
数
は
約
一
二
〇
〇
人
へ
と
急
増
し
た（

（2
（

。

　

フ
ラ
ン
ス
も
同
様
に
サ
ヘ
ル
地
域
を
中
心
に
、
軍
事
的
な
関
与
を
強
化
し
て
き
た
。
二
〇
一
三
年
に
は
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
武
装
勢

力
か
ら
マ
リ
の
各
都
市
を
奪
還
す
る
た
め
に
軍
事
介
入
（
セ
ル
ヴ
ァ
ル
作
戦
）
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
現
在
に
至
る
ま
で
サ
ヘ
ル

地
域
の
安
定
化
を
目
指
す
バ
ル
カ
ヌ
作
戦
が
続
け
ら
れ
て
お
り
、
お
よ
そ
三
〇
〇
〇
名
の
フ
ラ
ン
ス
軍
部
隊
が
、
マ
リ
の
国
連
Ｐ
Ｋ

Ｏ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｕ
Ｓ
Ｍ
Ａ
）
や
Ｆ
Ｃ-

Ｇ
5
Ｓ
と
連
携
し
な
が
ら
テ
ロ
組
織
や
武
装
勢
力
と
の
戦
い
を
続
け
て
い
る
。
こ

の
ほ
か
Ｅ
Ｕ
に
よ
る
共
通
安
全
保
障
・
防
衛
政
策
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ
た
ソ
マ
リ
ア
や
マ
リ
、
中
央
ア
フ
リ
カ
共
和
国
の
軍
に
対
す

る
能
力
構
築
支
援
や
、
欧
米
諸
国
と
と
も
に
日
本
や
中
国
も
参
加
す
る
ソ
マ
リ
ア
沖
に
お
け
る
海
賊
対
処
作
戦
な
ど
、
域
外
国
・
機

関
に
よ
る
ア
フ
リ
カ
へ
の
軍
事
的
関
与
は
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
、
強
ま
っ
て
い
る
。
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こ
れ
ら
の
こ
と
が
示
唆
す
る
の
は
、
認
識
と
実
態
と
の
間
の
乖
離
あ
る
い
は
齟
齬
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
政
策
レ
ベ
ル
に
お
い
て
は

軍
事
力
の
限
界
が
認
識
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
実
態
と
し
て
は
軍
事
的
取
り
組
み
が
依
然
と
し
て
中
心
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、

む
し
ろ
軍
事
化
が
進
展
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
軍
事
力
の
役
割
や
限
界
を
め
ぐ
る
認
識
と
実
態
と
の
間
の
齟
齬
は
、
前
述

の
Ｈ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
レ
ポ
ー
ト
と
二
〇
一
七
年
一
二
月
に
発
表
さ
れ
た
国
連
Ｐ
Ｋ
Ｏ
要
員
の
安
全
確
保
に
関
す
る
報
告
書
（
ク
ル
ー
ズ
・

レ
ポ
ー
ト
）
と
の
関
係
に
も
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
軍
事
的
手
段
で
は
な
く
政
治
の
優
越
性
を
強
調
し
た
Ｈ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
レ
ポ
ー

ト
に
対
し
て
、
ハ
イ
チ
や
コ
ン
ゴ
の
Ｐ
Ｋ
Ｏ
で
軍
司
令
官
を
務
め
る
な
ど
の
経
験
を
持
つ
サ
ン
ト
ス
・
ク
ル
ー
ズ
（Carlos A

lberto 

dos Santos Cruz
）
退
役
中
将
は
、
Ｐ
Ｋ
Ｏ
に
お
け
る
軍
事
力
の
重
要
性
を
指
摘
し
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
武
装
勢
力
や
テ
ロ

組
織
な
ど
の
「
敵
対
的
な
勢
力
は
武
力
以
外
の
言
語
を
理
解
し
な
い
」
の
で
あ
り
、
Ｐ
Ｋ
Ｏ
要
員
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、

装
備
や
訓
練
の
強
化
な
ど
の
ほ
か
に
、
軍
事
力
を
用
い
て
能
動
的
に
脅
威
を
取
り
除
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
し
た
。
そ
し
て
そ
の

際
に
は
、「
圧
倒
的
な
武
力
が
必
要
で
あ
る
」
と
指
摘
し
た
の
で
あ
る（

（2
（

。

　

戦
略
レ
ベ
ル
で
の
Ｐ
Ｋ
Ｏ
の
方
向
性
を
示
し
た
Ｈ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
レ
ポ
ー
ト
と
作
戦
・
戦
術
レ
ベ
ル
で
の
要
員
の
安
全
確
保
策
を
示
し

た
ク
ル
ー
ズ
・
レ
ポ
ー
ト
で
は
軍
事
力
の
強
調
の
仕
方
に
違
い
が
あ
る
の
は
当
然
と
も
言
え
る
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
、
ア
フ
リ

カ
で
直
面
す
る
脅
威
の
実
態
を
踏
ま
え
た
上
で
、
戦
略
レ
ベ
ル
の
あ
る
べ
き
方
向
性
（
軍
事
力
の
限
界
）
と
戦
術
レ
ベ
ル
の
必
要
性

（
軍
事
力
の
重
要
性
）
と
を
つ
な
い
だ
明
確
な
指
針
や
概
念
は
依
然
と
し
て
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
Ｐ
Ｋ
Ｏ
に
お
け
る
軍
事
力
の
役
割
や

位
置
付
け
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
曖
昧
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
Ｐ
Ｋ
Ｏ
以
外
の
文
脈
に
お
い
て
も
、
軍
事

力
の
限
界
へ
の
認
識
と
軍
事
化
の
進
展
と
い
う
実
態
と
の
間
に
あ
る
ギ
ャ
ッ
プ
は
、
軍
事
力
の
役
割
や
限
界
に
関
す
る
共
通
理
解
が

国
際
的
に
も
、
ま
た
各
国
の
中
で
も
存
在
し
て
い
な
い
可
能
性
を
示
唆
す
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
改
め
て
軍
事
力
が
ア
フ
リ
カ
の

平
和
と
安
定
の
実
現
に
果
た
し
う
る
役
割
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
特
に
同
地
域
の
不
安
定
化
を
も
た
ら
す
要
因
の
一
つ
と
し
て
の
非

国
家
武
装
勢
力
や
テ
ロ
組
織
を
、
軍
事
力
に
よ
っ
て
効
果
的
に
弱
体
化
あ
る
い
は
鎮
圧
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
か
に
つ
い
て
、
非
対
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称
性
の
概
念
を
用
い
て
検
討
す
る
。

二　

非
対
称
性
と
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
軍
事
作
戦
へ
の
含
意

（
一
）
非
対
称
性
概
念

　

非
対
称
性
の
概
念
は
一
九
九
〇
年
代
に
、
冷
戦
後
の
米
国
が
直
面
す
る
軍
事
戦
略
上
の
課
題
・
脅
威
を
示
す
も
の
と
し
て
提
起
さ

れ
た
。
メ
ッ
ツ
（Steven M

etz
）
ら
に
よ
れ
ば
、
非
対
称
性
は
「
自
ら
の
優
位
性
を
最
大
化
し
た
り
、
敵
対
者
の
弱
み
に
つ
け
込

ん
だ
り
、
主
導
権
を
握
っ
た
り
、
あ
る
い
は
よ
り
大
き
な
行
動
の
自
由
を
得
た
り
す
る
た
め
に
敵
対
者
と
は
異
な
る
行
動
や
組
織
形

成
、
思
考
を
行
う
こ
と
」
と
定
義
さ
れ
る（

（2
（

。
非
対
称
性
は
方
法
（
作
戦
コ
ン
セ
プ
ト
や
ド
ク
ト
リ
ン
な
ど
）、
技
術
、
価
値
、
組
織
、

時
間
認
識
な
ど
に
お
け
る
差
異
と
し
て
現
れ
、
意
図
的
に
差
異
が
生
み
出
さ
れ
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
偶
然
に
、
あ
る
い
は
初
め
か
ら

存
在
し
て
い
る
場
合
も
あ
る（

（2
（

。
非
対
称
的
な
戦
略
や
脅
威
が
問
題
と
な
る
の
は
、
軍
隊
は
本
質
的
に
自
ら
と
同
様
な
組
織
や
戦
略
を

有
す
る
敵
に
対
処
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る（

（2
（

。

　

非
対
称
性
概
念
が
米
国
で
提
起
さ
れ
た
の
は
、
ソ
連
崩
壊
後
の
世
界
に
通
常
の
、
す
な
わ
ち
対
称
的
な
方
法
で
米
国
に
軍
事
的
に

対
抗
で
き
る
勢
力
は
皆
無
で
あ
り
、
敵
対
す
る
国
や
勢
力
は
、
非
対
称
的
な
戦
略
・
戦
術
を
用
い
て
攻
撃
し
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
た
た
め
で
あ
る
。
米
軍
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
を
例
外
と
し
て
、
欧
州
な
ど
に
お
い
て
東
側
諸
国
の
軍
と
戦
う
こ
と
を
基
本
的
な
前
提

と
し
て
組
織
や
ド
ク
ト
リ
ン
、
装
備
・
兵
器
を
整
え
て
き
た
の
で
あ
り
、
非
国
家
主
体
や
軍
事
的
に
圧
倒
的
に
脆
弱
な
国
家
に
よ
る

ゲ
リ
ラ
戦
や
テ
ロ
攻
撃
、
市
街
戦
、
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
世
論
の
誘
導
な
ど
、
非
対
称
的
な
主
体
や
戦
略
に
対
す
る
準
備
は
十
分
で
は

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
一
九
九
〇
年
代
に
同
時
並
行
的
に
起
き
た
い
く
つ
か
の
変
化
も
非
対
称
的
な
脅
威
を
よ
り
深
刻
か
つ
蓋

然
性
の
高
い
も
の
と
し
た
。
す
な
わ
ち
市
街
戦
や
Ｐ
Ｋ
Ｏ
な
ど
新
た
な
任
務
や
作
戦
環
境
で
戦
う
機
会
の
増
大
、
自
国
兵
士
の
中
か
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ら
犠
牲
者
が
出
る
こ
と
を
忌
避
す
る
世
論
、
戦
地
の
状
況
に
つ
い
て
の
即
時
的
か
つ
生
々
し
い
報
道
、
情
報
通
信
技
術
へ
の
依
存
に

よ
る
社
会
・
軍
事
イ
ン
フ
ラ
へ
の
脆
弱
性
の
出
現
、
小
型
武
器
の
拡
散
な
ど
で
あ
る（

（2
（

。

　

一
方
で
、
非
対
称
性
概
念
の
有
用
性
に
つ
い
て
は
否
定
的
な
見
方
も
多
く
存
在
す
る
。
グ
レ
イ
（Colin S. Gray

）
は
「
歴
史
的

に
見
れ
ば
対
称
的
な
戦
闘
は
支
配
的
な
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
数
少
な
い
例
外
」
で
あ
り
、
ま
た
組
織
や
行
動
が
異
質
で
あ
る
こ

と
は
必
ず
し
も
戦
略
的
に
効
果
的
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
と
指
摘
し
、「
非
対
称
性
は
本
質
的
に
空
虚
な
概
念
で
あ
る
」
と
結

論
づ
け
て
い
る（

（2
（

。
ブ
ラ
ン
ク
（Stephen J. Blank

）
も
同
様
に
、
非
対
称
性
概
念
が
敵
の
強
み
を
避
け
、
弱
み
に
つ
け
込
む
と
い
う

こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
歴
史
上
の
す
べ
て
の
戦
争
で
見
ら
れ
て
き
た
戦
略
・
戦
術
の
基
本
で
あ
り
、「
革

命
的
と
は
到
底
言
え
な
い
」
の
み
な
ら
ず
「
分
析
概
念
と
し
て
も
ほ
と
ん
ど
有
用
で
は
な
い
」
と
指
摘
す
る（

（2
（

。
特
に
戦
術
レ
ベ
ル
の

差
異
や
特
定
の
攻
撃
手
段
・
兵
器
に
の
み
焦
点
を
当
て
て
、
そ
れ
ら
を
非
対
称
的
な
脅
威
と
し
て
ま
と
め
る
こ
と
に
ブ
ラ
ン
ク
は
否

定
的
で
あ
り
、「『
非
対
称
性
』
と
そ
こ
か
ら
派
生
す
る
用
語
は
手
段
で
は
な
く
目
的
に
、
そ
し
て
戦
術
や
脅
威
で
は
な
く
戦
略
に
限

定
す
べ
き
で
あ
る
」
と
す
る（

（2
（

。

　

こ
う
し
た
議
論
を
踏
ま
え
て
、
本
稿
で
は
主
に
ア
フ
リ
カ
域
内
外
の
政
府
や
そ
の
軍
と
、
非
国
家
武
装
勢
力
や
テ
ロ
組
織
な
ど
と

の
間
に
あ
る
非
対
称
性
に
つ
い
て
考
察
し
、
軍
事
力
の
有
用
性
や
限
界
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
際
、
特
定
の
兵
器
や
戦
術
で
は
な

く
戦
略
・
組
織
レ
ベ
ル
で
の
差
異
に
焦
点
を
当
て
る
。
な
ぜ
な
ら
、
一
般
的
に
規
模
や
装
備
、
資
金
に
お
い
て
劣
る
非
国
家
勢
力
に

と
っ
て
、
即
席
爆
発
装
置
（
Ｉ
Ｅ
Ｄ
）
や
自
爆
攻
撃
な
ど
政
府
軍
と
異
な
る
攻
撃
手
法
を
選
ぶ
こ
と
は
ほ
ぼ
必
然
で
あ
り
、
そ
れ
ら

に
非
対
称
性
概
念
を
当
て
は
め
て
も
、
グ
レ
イ
や
ブ
ラ
ン
ク
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
有
益
な
示
唆
が
得
ら
れ
な
い
可
能
性
が
高
い
か

ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
よ
り
根
本
的
、
本
質
的
な
差
異
に
絞
っ
て
考
察
を
行
う
。
次
項
で
も
触
れ
る
よ
う
に
、
戦
術
レ
ベ
ル

で
の
「
非
対
称
性
」
の
多
く
は
戦
略
・
組
織
レ
ベ
ル
で
の
非
対
称
性
に
端
を
発
し
て
お
り
、
後
者
の
非
対
称
性
が
持
つ
軍
事
的
意
味

合
い
を
理
解
す
る
こ
と
で
、
前
者
の
「
非
対
称
性
」
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
。
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（
二
）
五
つ
の
非
対
称
性
と
軍
事
力
の
限
界

　

ア
フ
リ
カ
で
活
動
す
る
非
国
家
武
装
勢
力
や
テ
ロ
組
織
と
、
域
内
外
の
政
府
や
そ
の
軍
隊
と
の
間
に
は
多
く
の
違
い
が
存
在
す
る

が
、
軍
事
力
の
有
用
性
や
限
界
を
考
察
す
る
上
で
特
に
重
要
な
の
は
、
以
下
の
五
つ
の
非
対
称
性
で
あ
る
。

　

第
一
に
、
最
も
根
本
的
な
も
の
と
し
て
、
軍
事
作
戦
の
目
標
や
成
功
・
勝
利
の
定
義
に
お
け
る
非
対
称
性
が
あ
る
。
米
国
な
ど
の

域
外
国
や
国
際
機
関
が
ア
フ
リ
カ
に
軍
事
的
関
与
を
行
う
理
由
は
様
々
で
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
同
地
域
の
平
和
と
安
定
の
実
現
が

目
標
と
し
て
掲
げ
ら
れ
る
。
現
地
政
府
と
武
装
勢
力
な
ど
と
の
和
平
合
意
の
締
結
を
仲
介
す
る
一
方
で
、
和
平
を
阻
害
し
た
り
、
一

般
市
民
へ
の
攻
撃
を
行
っ
た
り
す
る
勢
力
に
対
し
て
は
軍
事
的
な
対
応
が
と
ら
れ
る
。
特
に
対
テ
ロ
戦
争
の
文
脈
で
は
、
政
治
的
な

交
渉
が
困
難
な
宗
教
原
理
主
義
勢
力
な
ど
に
対
し
て
は
、
軍
事
的
な
鎮
圧
あ
る
い
は
弱
体
化
が
目
指
さ
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
こ
れ

ら
の
勢
力
が
支
配
す
る
地
域
の
奪
還
や
幹
部
の
殺
害
・
捕
獲
を
目
的
と
す
る
軍
事
作
戦
が
ソ
マ
リ
ア
や
サ
ヘ
ル
地
域
な
ど
で
行
わ
れ

て
い
る
。

　

対
照
的
に
、
現
在
の
ア
フ
リ
カ
で
活
動
す
る
武
装
勢
力
や
テ
ロ
組
織
が
目
指
す
も
の
は
、
現
地
政
府
や
域
外
国
に
対
す
る
軍
事
的

な
勝
利
で
は
必
ず
し
も
な
い
。
短
期
的
に
は
決
定
的
な
敗
北
を
避
け
、
戦
い
や
組
織
と
し
て
の
活
動
を
継
続
す
る
こ
と
が
よ
り
重
視

さ
れ
る
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
文
脈
に
お
い
て
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
（H

enry K
issinger

）
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
政
府
側
は
軍
事
的
に

勝
利
す
る
ほ
か
な
い
の
に
対
し
て
、
反
政
府
勢
力
側
は
軍
事
的
に
敗
北
し
な
い
こ
と
で
政
治
的
に
勝
利
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
か

ら
で
あ
る（

（3
（

。
こ
れ
ら
の
勢
力
は
規
模
や
武
器
の
面
で
現
地
政
府
や
域
外
国
と
比
べ
て
脆
弱
で
あ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
し
か

し
、
自
由
に
出
入
り
で
き
る
国
境
や
豊
富
に
流
通
す
る
小
型
武
器
、
天
然
資
源
な
ど
の
密
売
ル
ー
ト
の
存
在
が
組
織
の
存
続
を
容
易

な
も
の
に
し
て
い
る
。

　

軍
事
作
戦
の
目
標
に
お
け
る
非
対
称
性
は
、
域
外
国
・
機
関
と
ア
フ
リ
カ
各
国
の
現
地
政
府
と
の
間
に
も
存
在
し
う
る
。
な
ぜ
な

ら
武
装
勢
力
な
ど
に
対
す
る
軍
事
的
勝
利
は
、
現
地
政
府
指
導
者
に
と
っ
て
重
要
な
目
標
で
は
な
い
場
合
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
特
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に
非
民
主
的
な
政
治
体
制
の
指
導
者
が
最
も
重
視
す
る
こ
と
は
現
状
の
体
制
の
維
持
で
あ
り
、
武
装
勢
力
の
鎮
圧
が
そ
の
た
め
に
必

要
不
可
欠
あ
る
い
は
最
適
な
方
法
と
は
限
ら
な
い
の
で
あ
る
。
特
に
ア
フ
リ
カ
で
は
、
武
装
勢
力
や
テ
ロ
組
織
の
多
く
は
首
都
か
ら

離
れ
た
国
境
地
帯
を
主
な
活
動
拠
点
と
し
て
お
り
、
ソ
マ
リ
ア
な
ど
一
部
を
除
い
て
、
中
央
政
府
に
対
し
て
た
だ
ち
に
深
刻
な
軍
事

的
脅
威
を
も
た
ら
す
可
能
性
は
高
く
な
い（

（3
（

。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
勢
力
を
鎮
圧
す
る
た
め
に
軍
事
力
を
増
強
す
る
こ
と
は
、
軍
事
ク
ー

デ
タ
成
功
の
リ
ス
ク
を
高
め
る
こ
と
に
も
な
る
た
め
、
政
治
指
導
者
は
こ
う
し
た
施
策
に
慎
重
な
姿
勢
を
と
る
こ
と
が
多
い
。
ア

ル
・
シ
ャ
バ
ー
ブ
か
ら
の
脅
威
が
依
然
と
し
て
深
刻
な
ソ
マ
リ
ア
に
お
い
て
さ
え
、
同
国
政
府
は
軍
隊
の
強
化
で
は
な
く
現
状
維
持

を
よ
り
望
ま
し
い
も
の
と
し
て
考
え
て
お
り
、
域
外
の
支
援
国
・
機
関
な
ど
と
の
間
に
齟
齬
が
生
じ
て
い
る（

（3
（

。
こ
う
し
た
二
重
の
非

対
称
性
、
す
な
わ
ち
域
外
国
と
武
装
勢
力
、
域
外
国
と
現
地
政
府
と
の
間
に
そ
れ
ぞ
れ
存
在
す
る
非
対
称
性
は
、
結
果
と
し
て
、
武

装
勢
力
や
テ
ロ
組
織
を
軍
事
的
に
鎮
圧
す
る
こ
と
を
困
難
な
も
の
と
す
る
。

　

第
二
に
、
軍
事
作
戦
へ
の
政
治
的
意
志
に
お
け
る
非
対
称
性
が
あ
げ
ら
れ
る
。
一
方
で
現
地
の
武
装
勢
力
や
テ
ロ
組
織
は
負
け
れ

ば
自
ら
の
生
命
や
組
織
、
基
本
的
な
価
値
観
が
脅
か
さ
れ
る
の
に
対
し
、
米
国
な
ど
域
外
の
ア
ク
タ
ー
は
ア
フ
リ
カ
で
の
軍
事
作
戦

が
失
敗
に
終
わ
っ
た
と
し
て
も
自
国
の
安
全
保
障
が
危
機
に
瀕
す
る
可
能
性
は
低
い
。
敵
対
す
る
に
至
っ
た
理
由
や
経
緯
に
か
か
わ

ら
ず
、
現
地
の
武
装
勢
力
に
と
っ
て
は
「
必
要
に
迫
ら
れ
た
戦
争
（w

ar of necessity

）」
で
あ
る
の
に
対
し
、
域
外
国
に
と
っ
て

は
「
選
択
さ
れ
た
戦
争
（w

ar of choice

）」
に
過
ぎ
な
い
場
合
が
多
い（

（3
（

。

　

こ
の
違
い
は
、
軍
事
作
戦
に
か
け
る
政
治
的
意
志
に
非
対
称
性
を
も
た
ら
し
、
戦
術
や
戦
闘
手
段
の
選
択
に
影
響
を
与
え
る
。
一

方
で
強
い
政
治
的
意
志
に
支
え
ら
れ
る
武
装
勢
力
や
テ
ロ
組
織
は
目
的
達
成
の
た
め
で
あ
れ
ば
、
よ
り
大
き
な
リ
ス
ク
や
犠
牲
を
受

け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
た
め
、
自
爆
テ
ロ
や
Ｉ
Ｅ
Ｄ
を
含
め
て
様
々
な
攻
撃
手
段
の
中
か
ら
状
況
に
応
じ
て
最
適
な
も
の

を
選
択
で
き
る（

（3
（

。
対
照
的
に
、
軍
事
作
戦
に
か
け
る
政
治
的
意
志
が
弱
い
域
外
国
は
、
自
国
兵
士
の
犠
牲
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
こ

と
が
時
と
し
て
最
優
先
の
課
題
と
な
る
。
一
九
九
〇
年
代
の
ソ
マ
リ
ア
に
お
け
る
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ク
ダ
ウ
ン
事
件
を
受
け
て
米
国
が
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ア
フ
リ
カ
へ
の
軍
事
的
関
与
を
大
幅
に
縮
小
し
た
よ
う
に
、
一
般
的
に
域
外
国
は
同
地
域
に
お
け
る
軍
事
作
戦
で
犠
牲
者
が
出
る
こ

と
を
強
く
忌
避
す
る（

（3
（

。
同
様
に
国
連
Ｐ
Ｋ
Ｏ
に
お
い
て
も
、
ア
フ
リ
カ
域
内
外
の
国
々
か
ら
派
遣
さ
れ
る
部
隊
は
、
任
務
達
成
よ
り

も
自
ら
の
安
全
を
よ
り
重
視
す
る
傾
向
に
あ
る（

（3
（

。
そ
の
た
め
徒
歩
で
の
警
備
や
夜
間
の
基
地
外
で
の
警
戒
な
ど
リ
ス
ク
を
伴
う
活
動

は
、
た
と
え
そ
れ
が
現
地
の
人
々
を
保
護
す
る
の
に
効
果
的
で
あ
り
、
主
要
任
務
と
し
て
の
文
民
の
保
護
に
資
す
る
も
の
で
あ
っ
た

と
し
て
も
避
け
ら
れ
る（

（3
（

。
こ
う
し
た
強
い
リ
ス
ク
回
避
志
向
は
、
域
外
国
や
国
際
機
関
が
ア
フ
リ
カ
で
実
施
し
う
る
軍
事
作
戦
の
選

択
肢
を
狭
め
る
こ
と
と
な
る
。

　

現
地
政
府
と
武
装
勢
力
と
の
関
係
に
お
い
て
も
、
政
治
的
意
志
に
お
け
る
非
対
称
性
は
存
在
し
う
る
。
軍
事
的
な
失
敗
や
敗
北
が
、

政
権
交
代
や
政
治
体
制
そ
の
も
の
の
変
更
に
つ
な
が
り
う
る
以
上
、
現
地
政
府
は
域
外
国
な
ど
と
比
べ
る
と
武
装
勢
力
と
の
戦
い
に

よ
り
強
い
政
治
的
意
志
を
持
っ
て
臨
む
可
能
性
が
高
い（

（3
（

。
し
か
し
、
前
述
の
通
り
、
首
都
か
ら
地
理
的
に
離
れ
た
地
域
、
特
に
国
境

地
帯
で
活
動
し
て
い
る
武
装
勢
力
や
テ
ロ
組
織
に
対
す
る
軍
事
作
戦
の
成
否
が
政
治
的
に
重
大
な
影
響
を
も
た
ら
す
可
能
性
は
高
く

な
い
。
そ
の
た
め
、
武
装
勢
力
や
テ
ロ
組
織
の
鎮
圧
を
目
指
し
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
た
め
に
割
か
れ
る
リ
ソ
ー
ス
や
軍
事
作
戦

の
選
択
肢
は
域
外
国
の
場
合
と
同
様
に
限
定
的
な
も
の
と
な
る
。

　

第
三
に
、
組
織
構
造
に
お
け
る
非
対
称
性
が
あ
げ
ら
れ
る
。
一
般
的
に
政
府
軍
は
階
層
的
か
つ
固
定
的
な
組
織
構
造
を
持
ち
、
明

確
な
指
揮
命
令
系
統
に
基
づ
い
て
日
々
の
活
動
や
作
戦
を
遂
行
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
武
装
勢
力
や
テ
ロ
組
織
の
多
く
は
水
平

的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
の
構
造
を
持
ち
、
状
況
の
変
化
に
応
じ
て
離
合
集
散
を
繰
り
返
す
流
動
的
な
組
織
形
態
を
と
っ
て
い
る
。
ま

た
武
装
勢
力
の
構
成
員
と
一
般
の
人
々
と
の
間
の
境
界
線
も
曖
昧
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
コ
ン
ゴ
東
部
の
南
北
キ
ヴ
州
に
は
二
〇
一

七
年
時
点
で
約
一
二
〇
も
の
武
装
勢
力
が
存
在
し
て
い
る
と
さ
れ
る
が
、
各
勢
力
の
分
裂
と
勢
力
間
で
の
連
携
や
融
合
が
繰
り
返
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
総
数
は
常
に
変
化
し
て
い
る（

（3
（

。
そ
し
て
多
数
の
若
者
が
「
循
環
的
に
」
武
装
勢
力
へ
の
参
加
と
、
一
般
の
社
会
へ

の
復
帰
を
繰
り
返
し
て
い
る（

（4
（

。
ソ
マ
リ
ア
で
は
、
ア
ル
・
シ
ャ
バ
ー
ブ
が
十
年
以
上
に
わ
た
っ
て
最
大
の
反
政
府
武
装
勢
力
で
あ
り
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続
け
て
い
る
が
、
彼
ら
は
「
独
立
し
た
組
織
で
は
な
く
、
社
会
構
造
の
一
部
」
で
あ
り
、
未
だ
に
「
誰
が
、
そ
し
て
何
が
ア
ル
・

シ
ャ
バ
ー
ブ
な
の
か
を
正
確
に
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
い
う（

（4
（

。

　

組
織
的
な
流
動
性
や
曖
昧
さ
は
、
現
地
政
府
や
域
外
国
に
よ
る
軍
事
作
戦
を
困
難
な
も
の
と
す
る
。
垂
直
的
な
指
揮
命
令
系
統
を

持
た
ず
、
離
合
集
散
を
繰
り
返
す
武
装
勢
力
の
ど
の
部
分
あ
る
い
は
誰
を
攻
撃
す
れ
ば
最
も
効
果
的
に
組
織
と
し
て
の
機
能
や
士
気

を
低
下
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
を
事
前
に
知
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
ま
た
基
地
や
武
器
庫
な
ど
、
固
定
的
な
設
備
・
イ
ン
フ

ラ
を
持
た
な
い
こ
と
も
多
い
。
正
当
な
攻
撃
対
象
と
な
り
う
る
武
装
勢
力
の
要
員
と
一
般
の
人
々
を
区
別
す
る
こ
と
も
一
筋
縄
で
は

い
か
な
い
。
こ
う
し
た
状
況
で
は
、
域
内
外
の
国
軍
が
有
す
る
規
模
や
装
備
の
面
で
の
優
位
を
生
か
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た

誤
っ
た
標
的
へ
の
攻
撃
に
よ
っ
て
一
般
の
人
々
が
犠
牲
と
な
る
と
、
武
装
勢
力
や
テ
ロ
組
織
へ
の
支
持
拡
大
に
つ
な
が
る
可
能
性
が

あ
る（

（4
（

。
ボ
コ
・
ハ
ラ
ム
と
の
戦
い
で
は
、
二
〇
一
五
年
ま
で
に
少
な
く
と
も
一
二
〇
〇
人
以
上
の
人
々
が
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
軍
に
よ
っ

て
超
法
規
的
に
殺
害
さ
れ
、
そ
れ
以
上
の
数
の
人
々
が
恣
意
的
に
逮
捕
さ
れ
た
り
、
勾
留
中
に
死
亡
し
た
り
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る（

（4
（

。

こ
う
し
た
人
権
侵
害
は
、
現
地
の
人
々
か
ら
の
中
央
政
府
や
軍
に
対
す
る
信
頼
を
損
な
わ
せ
、
ボ
コ
・
ハ
ラ
ム
の
勢
力
拡
大
を
助
け

て
き
た（

（4
（

。
こ
の
よ
う
に
敵
対
勢
力
の
特
定
は
、
現
地
の
社
会
・
経
済
的
な
文
脈
を
熟
知
し
て
い
な
い
域
外
国
や
機
関
の
み
な
ら
ず
現

地
の
政
府
軍
に
と
っ
て
も
同
様
に
困
難
で
あ
る
場
合
が
多
い
。
そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
ア
フ
リ
カ
の
国
軍
は
し
ば
し
ば
特
定
の

民
族
あ
る
い
は
地
域
出
身
者
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
お
り
、
敵
対
勢
力
が
活
動
す
る
地
域
に
お
い
て
人
脈
を
生
か
し
た
情
報
収
集
が

で
き
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

第
四
に
、
時
間
軸
の
非
対
称
性
が
あ
げ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
武
装
勢
力
や
テ
ロ
組
織
な
ど
は
目
的
達
成
の
た
め
で
あ
れ
ば
戦
い

が
長
期
に
わ
た
る
こ
と
も
厭
わ
な
い
の
に
対
し
て
、
域
外
国
や
国
際
機
関
は
基
本
的
に
短
期
間
で
の
決
着
を
目
指
し
、
そ
れ
を
前
提

と
し
た
計
画
や
装
備
を
整
え
る
。
こ
う
し
た
時
間
軸
の
非
対
称
性
は
、
政
治
的
意
志
の
非
対
称
性
と
関
連
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

よ
り
強
い
政
治
的
意
志
を
有
す
る
武
装
勢
力
は
、
戦
い
に
伴
っ
て
発
生
す
る
金
銭
的
、
物
質
的
あ
る
い
は
人
的
な
コ
ス
ト
の
許
容
限
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度
が
高
い
た
め
、
よ
り
長
期
に
わ
た
る
軍
事
作
戦
も
遂
行
可
能
と
な
る
。
ま
た
時
間
軸
の
非
対
称
性
は
文
化
的
あ
る
い
は
組
織
的
な

要
因
に
よ
っ
て
も
生
み
出
さ
れ
る
。
メ
ッ
ツ
ら
は
「
米
国
人
は
本
能
的
に
性
急
で
あ
り
、
い
か
な
る
問
題
に
も
素
早
い
解
決
を
求
め

る
」
傾
向
に
あ
り
、
そ
れ
が
装
備
や
作
戦
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
す
る（

（4
（

。
ま
た
域
外
国
の
部
隊
は
通
常
、
最
大
一
年
程
度
の

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
派
遣
さ
れ
る
た
め
、
長
い
時
間
軸
で
思
考
す
る
こ
と
は
難
し
く
な
る（

（4
（

。
対
照
的
に
、
例
え
ば
宗
教
的
確
信
を
行

動
原
理
と
す
る
武
装
勢
力
で
あ
れ
ば
、
教
義
に
基
づ
い
て
長
期
に
わ
た
る
闘
争
も
正
当
化
し
や
す
く
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
も
基

本
的
に
な
い
た
め
、
よ
り
長
い
時
間
軸
の
中
で
軍
事
作
戦
を
組
み
立
て
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　

こ
う
し
た
時
間
軸
の
非
対
称
性
は
、
軍
事
作
戦
の
方
向
性
に
影
響
を
与
え
る
。
域
外
国
が
短
期
的
な
決
着
を
目
指
す
場
合
、
敵
対

勢
力
が
支
配
す
る
地
域
の
奪
取
や
敵
戦
闘
員
の
殺
害
・
拘
束
な
ど
の
直
接
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
重
点
が
置
か
れ
る
反
面
、
奪
取
し
た

地
域
の
復
興
や
住
民
か
ら
の
信
頼
確
保
な
ど
時
間
を
要
す
る
取
り
組
み
は
軽
視
さ
れ
が
ち
と
な
る（

（4
（

。
対
照
的
に
、
長
い
時
間
軸
の
中

で
戦
い
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
武
装
勢
力
や
テ
ロ
組
織
は
、
軍
事
的
に
優
位
に
立
つ
域
外
国
な
ど
と
正
面
か
ら
戦
闘
を
行
う
こ
と

を
避
け
て
決
定
的
な
敗
北
を
回
避
す
る
と
と
も
に
、
Ｉ
Ｅ
Ｄ
や
待
ち
伏
せ
に
よ
る
攻
撃
な
ど
機
会
主
義
的
な
攻
撃
を
継
続
的
に
行
う
。

こ
れ
ら
の
攻
撃
に
よ
っ
て
政
府
や
域
外
国
が
軍
事
的
に
大
き
な
被
害
を
被
る
可
能
性
は
低
い
も
の
の
、
小
規
模
な
攻
撃
を
事
前
に
察

知
し
て
防
ぐ
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
た
め
、
結
果
と
し
て
武
装
勢
力
や
テ
ロ
組
織
の
思
惑
通
り
、
戦
闘
は
長
期
に
わ
た
る
も
の
と
な

る
。

　

最
後
に
第
五
点
目
と
し
て
、
軍
事
作
戦
を
遂
行
す
る
上
で
必
要
な
情
報
に
つ
い
て
も
、
現
地
の
武
装
勢
力
や
テ
ロ
組
織
と
、
域
内

外
の
政
府
や
軍
と
の
間
に
は
大
き
な
非
対
称
性
が
生
じ
う
る
。
既
に
触
れ
た
よ
う
に
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
紛
争
や
テ
ロ
の
多
く
は
、

首
都
か
ら
遠
く
離
れ
た
地
域
で
起
き
て
い
る
。
こ
う
し
た
地
域
で
は
、
中
央
政
府
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
は
希
薄
か
全
く
存
在
し
な
い
一
方

で
、
武
装
勢
力
や
テ
ロ
組
織
は
要
員
の
採
用
や
様
々
な
取
引
、
教
育
や
医
療
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
通
じ
て
ロ
ー
カ
ル
な
人
的

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
い
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
域
外
国
は
も
ち
ろ
ん
、
現
地
の
中
央
政
府
も
遠
隔
地
で
の
軍
事
作
戦
を
進
め
る
に
あ
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た
っ
て
必
要
な
情
報
の
面
で
、
不
利
な
立
場
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

軍
事
衛
星
や
Ｕ
Ａ
Ｖ
を
は
じ
め
と
す
る
軍
事
技
術
の
発
達
は
、
作
戦
地
域
に
関
す
る
地
理
的
な
情
報
な
ど
を
遠
隔
地
か
ら
で
も
容

易
に
入
手
す
る
こ
と
を
可
能
と
し
た
。
欧
米
諸
国
や
国
連
Ｐ
Ｋ
Ｏ
も
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
作
戦
で
Ｕ
Ａ
Ｖ
を
積
極
的
に
活
用
し
て
い

る
（
（4
（

。
し
か
し
、
明
確
な
組
織
構
造
や
基
地
な
ど
の
大
規
模
施
設
、
戦
車
な
ど
の
大
型
の
兵
器
を
持
た
な
い
武
装
勢
力
や
テ
ロ
組
織
に

対
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
技
術
が
も
た
ら
す
効
果
は
限
定
的
な
も
の
に
と
ど
ま
る
可
能
性
が
高
い
。
な
ぜ
な
ら
、
一
般
の
人
々
と
同
じ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
暮
ら
す
敵
の
要
員
を
特
定
し
た
り
、
一
般
家
屋
の
中
に
隠
さ
れ
た
小
型
武
器
を
発
見
し
た
り
す
る
こ
と
は
現
在
の

技
術
で
は
困
難
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
徒
歩
に
よ
る
警
備
・
巡
回
な
ど
を
通
じ
た
現
地
の
人
々
と
の
直
接
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
依
然
と
し
て
最
も
効
果
的
な
情
報
収
集
の
手
段
で
あ
る
も
の
の
、
こ
う
し
た
情
報
収
集
の
方
法
は
、
敵
か
ら
の
攻
撃

を
受
け
る
リ
ス
ク
を
高
め
る
た
め
域
外
国
は
忌
避
し
が
ち
で
あ
る（

（4
（

。
軍
事
技
術
へ
の
依
存
や
機
械
化
の
進
展
に
よ
っ
て
、
現
地
住
民

と
の
直
接
的
な
接
触
が
減
少
す
る
と
政
府
軍
は
「
情
報
の
欠
乏
」
に
直
面
し
、
武
装
勢
力
に
対
す
る
勝
利
は
困
難
と
な
る（

（5
（

。

　

以
上
の
よ
う
に
武
装
勢
力
や
テ
ロ
組
織
と
、
ア
フ
リ
カ
各
国
の
政
府
や
域
外
国
・
国
際
機
関
な
ど
と
の
間
の
五
つ
の
非
対
称
性
は
、

軍
事
力
を
用
い
て
、
同
地
域
に
お
い
て
平
和
と
安
定
を
も
た
ら
す
こ
と
の
限
界
を
示
唆
し
て
い
る
。

三　

非
対
称
性
克
服
の
可
能
性
と
課
題

（
一
）
非
対
称
性
克
服
の
可
能
性

　

前
節
で
考
察
し
た
非
対
称
性
は
い
ず
れ
も
域
内
外
の
国
々
が
抱
え
る
政
治
的
制
約
や
国
軍
の
組
織
的
性
質
に
根
ざ
す
も
の
で
あ
り
、

短
期
間
で
そ
れ
ら
を
解
消
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
し
か
し
、
近
年
の
Ｐ
Ｋ
Ｏ
や
軍
事
作
戦
の
潮
流
あ
る
い
は
取
り
組
み
の
中

に
は
、
こ
れ
ら
の
非
対
称
性
の
一
部
を
緩
和
あ
る
い
は
克
服
す
る
可
能
性
を
持
つ
も
の
も
あ
る
。
本
節
で
は
特
に
、
ア
フ
リ
カ
化
と
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自
警
団
の
活
用
の
二
つ
に
焦
点
を
当
て
て
、
非
対
称
性
克
服
の
可
能
性
と
課
題
を
考
察
す
る
。

　

Ｐ
Ｋ
Ｏ
に
お
け
る
近
年
の
大
き
な
潮
流
の
一
つ
で
あ
る
ア
フ
リ
カ
化
は
、
政
治
的
意
志
に
お
け
る
非
対
称
性
を
緩
和
さ
せ
る
可
能

性
が
あ
る
。
こ
こ
で
ア
フ
リ
カ
化
と
は
、
以
下
の
二
つ
の
潮
流
を
指
す
。
第
一
に
、
国
連
Ｐ
Ｋ
Ｏ
に
お
い
て
ア
フ
リ
カ
の
国
々
が
主

要
な
部
隊
派
遣
国
と
な
る
こ
と
で
あ
り
、
実
際
に
二
〇
一
七
年
末
の
時
点
で
、
軍
事
要
員
の
四
三
％
が
ア
フ
リ
カ
の
国
々
か
ら
派
遣

さ
れ
て
い
る（

（5
（

。
第
二
に
、
Ａ
Ｕ
や
西
ア
フ
リ
カ
経
済
共
同
体
（
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｗ
Ａ
Ｓ
）
な
ど
の
（
準
）
地
域
機
構
に
よ
っ
て
Ｐ
Ｋ
Ｏ
や
軍

事
作
戦
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
十
年
以
上
に
わ
た
っ
て
ソ
マ
リ
ア
に
展
開
す
る
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｍ
の
ほ
か
、
二
〇
一
三
年
に
は
、

マ
リ
と
中
央
ア
フ
リ
カ
共
和
国
に
お
い
て
、
国
連
Ｐ
Ｋ
Ｏ
が
設
置
さ
れ
る
ま
で
の
期
間
、
ア
フ
リ
カ
主
導
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
展
開
し

た
。
ま
た
ス
ー
ダ
ン
西
部
の
ダ
ル
フ
ー
ル
で
は
国
連
と
Ａ
Ｕ
共
同
に
よ
る
Ｐ
Ｋ
Ｏ
（
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｄ
）
が
二
〇
〇
七
年
以
降
、
活
動

し
て
い
る
。

　

ア
フ
リ
カ
化
の
進
展
に
よ
っ
て
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
展
開
す
る
国
や
地
域
と
密
接
な
関
係
や
関
心
を
有
す
る
ア
フ
リ
カ
の
国
々
が
中

心
と
な
っ
て
部
隊
を
派
遣
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
政
治
的
意
志
の
非
対
称
性
が
緩
和
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
例
え
ば
世
界
最
大
の

国
連
Ｐ
Ｋ
Ｏ
部
隊
派
遣
国
で
あ
る
エ
チ
オ
ピ
ア
は
、
南
ス
ー
ダ
ン
や
ダ
ル
フ
ー
ル
な
ど
、
も
っ
ぱ
ら
自
国
の
周
辺
に
展
開
す
る
ミ
ッ

シ
ョ
ン
に
関
与
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
東
ア
フ
リ
カ
地
域
の
安
定
化
が
自
国
の
安
全
保
障
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
と
と
も
に
、
Ｐ
Ｋ

Ｏ
参
加
が
同
地
域
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
発
揮
の
機
会
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る（

（5
（

。
こ
の
よ
う
に
ア
フ
リ
カ
の
国
々
が
部
隊

を
派
遣
す
る
際
は
、
明
確
か
つ
直
接
的
な
国
益
に
結
び
つ
い
て
い
る
場
合
が
多
く
、
域
外
国
と
比
べ
て
強
い
政
治
的
意
志
を
持
っ
て

Ｐ
Ｋ
Ｏ
や
軍
事
作
戦
を
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
が
高
い
。

　

ア
ル
・
シ
ャ
バ
ー
ブ
と
の
戦
闘
に
よ
っ
て
多
数
の
犠
牲
者
が
出
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｍ
が
十
年
以
上
に
わ
た
っ

て
軍
事
作
戦
を
継
続
で
き
て
い
る
の
も
、
ウ
ガ
ン
ダ
な
ど
の
部
隊
派
遣
国
が
同
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
具
体
的
な
国
益
を
見
出
し
て
い
る
か

ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
コ
ン
ゴ
の
介
入
旅
団
も
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
本
体
と
は
異
な
り
、
部
隊
を
派
遣
す
る
南
ア
フ
リ
カ
や
タ
ン
ザ
ニ
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ア
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
政
治
的
意
志
の
非
対
称
性
の
緩
和
は
、
た
だ
ち
に
軍
事
作
戦
を
成
功
に

導
く
わ
け
で
は
な
い
が
、
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｍ
は
二
〇
一
一
年
に
ア
ル
・
シ
ャ
バ
ー
ブ
か
ら
首
都
モ
ガ
デ
ィ
シ
ュ
を
奪
還
す
る
こ
と
に
成

功
し
、
ソ
マ
リ
ア
連
邦
政
府
の
始
動
に
必
要
な
安
定
化
に
貢
献
し
た
。
ま
た
介
入
旅
団
も
発
足
時
点
で
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
た

武
装
勢
力
、
三
月
二
三
日
運
動
（
Ｍ
23
）
を
短
期
間
で
壊
滅
に
追
い
込
む
こ
と
に
成
功
し
た
。
ア
フ
リ
カ
化
の
進
展
に
よ
っ
て
強
い

政
治
的
意
志
を
持
つ
国
々
が
主
導
的
な
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
な
る
と
、
武
装
勢
力
や
テ
ロ
組
織
な
ど
に
対
す
る
軍
事
作
戦
を
効
果

的
に
遂
行
で
き
る
可
能
性
が
高
ま
る
。

　

ア
フ
リ
カ
化
と
は
違
っ
て
新
し
い
現
象
で
は
な
い
も
の
の
、
自
警
団
の
活
用
も
武
装
勢
力
や
テ
ロ
組
織
と
の
戦
い
に
お
け
る
非
対

称
性
を
克
服
ま
た
は
緩
和
す
る
有
効
な
方
法
と
な
り
う
る
。
自
警
団
は
武
力
紛
争
や
テ
ロ
か
ら
被
害
を
受
け
て
い
る
地
域
の
人
々
が

自
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
守
る
た
め
に
自
発
的
に
結
成
す
る
一
種
の
武
装
勢
力
で
あ
り
、
特
に
政
府
に
よ
る
保
護
が
期
待
で
き
な
い

地
域
で
結
成
さ
れ
る
。
自
警
団
が
普
通
の
武
装
勢
力
と
異
な
る
の
は
、
前
者
の
最
大
の
目
的
は
「
政
治
的
あ
る
い
は
経
済
的
な
利
益

の
追
求
で
は
な
く
、
安
全
の
提
供
」
で
あ
る
点
に
あ
る（

（5
（

。
し
か
し
、
一
般
の
人
々
、
特
に
若
者
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
る
自
警
団
は
通

常
、
十
分
な
武
器
や
装
備
を
持
た
ず
、
軍
事
的
な
訓
練
を
受
け
て
い
な
い
場
合
が
多
い
。
そ
こ
で
、
現
地
政
府
や
域
外
国
は
、
資
金

や
武
器
・
装
備
、
訓
練
な
ど
の
支
援
を
提
供
し
た
り
、
共
同
で
作
戦
を
実
施
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
武
装
勢
力
や
テ
ロ
組
織
の
弱
体

化
を
目
指
す
こ
と
に
な
る
。
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
で
は
、
文
民
統
合
任
務
部
隊
（
Ｃ
Ｊ
Ｔ
Ｆ
）
と
呼
ば
れ
る
二
万
人
以
上
の
規
模
の
自
警

団
が
二
〇
一
三
年
六
月
に
同
国
北
東
部
で
結
成
さ
れ
た
。
Ｃ
Ｊ
Ｔ
Ｆ
は
、
政
府
か
ら
訓
練
な
ど
の
支
援
を
受
け
て
、
ボ
コ
・
ハ
ラ
ム

の
メ
ン
バ
ー
の
追
跡
や
検
問
の
実
施
、
あ
る
い
は
軍
と
共
同
で
軍
事
作
戦
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　

自
警
団
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
域
内
外
の
政
府
は
武
装
勢
力
や
テ
ロ
組
織
と
の
間
に
存
在
す
る
非
対
称
性
の
一
部
を
克
服
あ

る
い
は
緩
和
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
ず
、
政
治
的
意
志
の
非
対
称
性
の
緩
和
で
あ
る
。
自
警
団
の
メ
ン
バ
ー
は

負
け
れ
ば
敵
対
勢
力
な
ど
に
よ
っ
て
真
っ
先
に
殺
害
さ
れ
る
運
命
に
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
家
族
や
自
ら
が
属
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
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安
全
も
脅
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
自
警
団
は
こ
う
し
た
リ
ス
ク
を
負
わ
な
い
域
外
国
や
現
地
の
中
央
政
府
な
ど
よ
り
も

強
い
意
志
を
持
っ
て
武
装
勢
力
な
ど
と
の
戦
い
に
臨
む
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
情
報
の
非
対
称
性
も
自
警
団
の
活
用
に
よ
っ
て
克
服

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
ぜ
な
ら
、
自
警
団
は
武
装
勢
力
が
活
動
す
る
地
域
や
そ
の
周
辺
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
出
身
者
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
る
た
め
、
作
戦
地
域
の
気
候
や
地
形
、
歴
史
的
文
脈
や
社
会
構
造
、
文
化
な
ど
を
熟
知
し
て
お
り
、
ロ
ー
カ
ル
な
人
脈
に
基
づ

い
た
情
報
収
集
を
効
果
的
に
実
施
で
き
る
か
ら
で
あ
る（

（5
（

。
Ｃ
Ｊ
Ｔ
Ｆ
も
こ
う
し
た
ロ
ー
カ
ル
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
情
報
収

集
を
行
い
、
一
般
の
人
々
の
間
に
紛
れ
込
む
ボ
コ
・
ハ
ラ
ム
の
メ
ン
バ
ー
を
特
定
・
逮
捕
す
る
こ
と
に
貢
献
し
て
き
た（

（5
（

。
自
警
団
の

こ
う
し
た
強
み
を
生
か
す
一
方
で
、
弱
点
で
あ
る
資
金
や
武
器
・
装
備
、
基
礎
的
な
訓
練
を
域
内
外
の
政
府
が
提
供
し
た
り
、
航
空

戦
力
に
よ
っ
て
地
上
で
の
作
戦
を
支
援
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
武
装
勢
力
や
テ
ロ
組
織
と
の
戦
い
を
有
利
に
進
め
る
こ
と
が

可
能
と
な
る
。

（
二
）
非
対
称
性
克
服
に
お
け
る
課
題

　

ア
フ
リ
カ
化
や
自
警
団
の
活
用
は
、
武
装
勢
力
や
テ
ロ
組
織
の
軍
事
的
な
弱
体
化
・
鎮
圧
の
可
能
性
を
高
め
る
有
効
な
手
段
と
な

る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
方
法
に
も
課
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
特
に
軍
事
作
戦
の
目
的
を
め
ぐ
る
味
方
勢
力
内
で
の
不
一
致
は

ア
フ
リ
カ
化
の
進
展
や
自
警
団
の
活
用
に
よ
っ
て
よ
り
深
刻
な
も
の
と
な
り
う
る
。
ま
た
自
警
団
は
新
た
な
武
装
勢
力
の
一
つ
と
し

て
紛
争
終
結
後
の
平
和
構
築
に
お
け
る
障
害
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

ア
フ
リ
カ
化
に
よ
っ
て
比
較
的
強
い
政
治
的
意
志
を
持
つ
ア
フ
リ
カ
の
国
々
、
特
に
紛
争
国
周
辺
の
国
々
が
Ｐ
Ｋ
Ｏ
な
ど
に
多
く

参
加
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
一
方
で
、
部
隊
派
遣
を
通
じ
て
各
国
が
目
指
す
も
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
ば
か
り
で

な
く
、
Ｐ
Ｋ
Ｏ
な
ど
の
本
来
の
目
的
に
沿
わ
な
い
も
の
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。
例
え
ば
コ
ン
ゴ
の
介
入
旅
団
は
、
既
に
触
れ
た
通

り
、
Ｍ
23
な
ど
の
武
装
勢
力
を
短
期
間
で
軍
事
的
に
鎮
圧
あ
る
い
は
弱
体
化
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
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ル
ワ
ン
ダ
解
放
民
主
軍
（
Ｆ
Ｄ
Ｌ
Ｒ
）
と
呼
ば
れ
る
、
一
九
九
四
年
の
ル
ワ
ン
ダ
で
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
に
関
与
し
た
フ
ツ
族
の
元
軍

人
や
民
兵
を
主
体
と
す
る
武
装
勢
力
に
対
す
る
軍
事
作
戦
に
は
消
極
的
な
姿
勢
を
取
る
な
ど
、
そ
の
活
動
や
成
果
は
一
様
で
は
な
い
。

こ
の
背
景
に
は
介
入
旅
団
に
部
隊
を
派
遣
す
る
南
ア
フ
リ
カ
や
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
政
治
的
思
惑
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
南
ア

フ
リ
カ
な
ど
に
と
っ
て
介
入
旅
団
設
置
の
主
な
目
的
は
、
Ｍ
23
へ
の
支
援
を
通
じ
て
コ
ン
ゴ
東
部
の
紛
争
に
介
入
し
て
い
た
ル
ワ
ン

ダ
を
抑
え
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
Ｍ
23
に
対
し
て
は
効
果
的
に
軍
事
作
戦
を
遂
行
で
き
た
一
方
で
、
ル
ワ
ン
ダ
と
対
立
関
係
に

あ
る
Ｆ
Ｄ
Ｌ
Ｒ
に
対
す
る
軍
事
作
戦
に
は
消
極
的
な
姿
勢
を
示
し
た
の
で
あ
る（

（5
（

。
こ
う
し
た
部
隊
派
遣
国
の
政
治
的
思
惑
が
任
務
の

実
施
を
左
右
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
全
体
、
あ
る
い
は
国
連
や
Ａ
Ｕ
そ
の
も
の
の
正
当
性
に
つ
い
て
の
疑
念
が
生
ま
れ
、

Ｐ
Ｋ
Ｏ
や
軍
事
作
戦
の
効
果
的
な
遂
行
を
妨
げ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

同
様
に
自
警
団
や
そ
の
メ
ン
バ
ー
も
、
現
地
政
府
や
域
外
国
な
ど
と
は
異
な
る
目
的
を
持
っ
て
活
動
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
こ

う
し
た
組
織
の
活
用
が
短
期
的
に
は
武
装
勢
力
や
テ
ロ
組
織
の
弱
体
化
に
有
効
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
そ
の
国
や
地
域
の
長

期
的
な
平
和
や
安
定
に
つ
な
が
る
と
は
限
ら
な
い
。
自
警
団
は
本
来
、
自
ら
が
属
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
紛
争
や
犯
罪
な
ど
か
ら
守

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
防
御
的
な
組
織
で
あ
る
。
し
か
し
、
戦
い
の
経
過
と
と
も
に
、
あ
る
い
は
組
織
を
構
成
す
る
人
々
の
ニ
ー
ズ

に
よ
っ
て
、
組
織
の
目
的
や
性
格
が
変
化
し
、
攻
撃
的
な
武
装
勢
力
や
犯
罪
組
織
へ
と
変
質
す
る
可
能
性
が
あ
る（

（5
（

。
例
え
ば
ソ
マ
リ

ア
沖
の
海
賊
も
、
元
々
は
一
九
九
〇
年
代
初
め
に
横
行
し
て
い
た
違
法
な
漁
業
や
産
業
廃
棄
物
の
投
棄
を
、
住
民
自
ら
が
取
り
締
ま

る
た
め
に
組
織
し
た
自
警
団
が
発
端
で
あ
る（

（5
（

。
し
か
し
、
外
国
船
を
乗
っ
取
る
こ
と
で
莫
大
な
身
代
金
を
得
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
る

と
、
こ
れ
ら
の
組
織
は
沿
岸
の
漁
業
環
境
保
護
を
目
的
と
す
る
自
警
団
か
ら
、
経
済
的
な
利
益
を
追
求
す
る
海
賊
へ
と
変
容
し
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

同
様
の
懸
念
は
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
の
Ｃ
Ｊ
Ｔ
Ｆ
に
も
当
て
は
ま
る
。
Ｃ
Ｊ
Ｔ
Ｆ
を
構
成
す
る
の
は
、
元
々
仕
事
を
持
た
ず
、
教
育

レ
ベ
ル
も
低
い
若
者
が
中
心
で
あ
る
。
そ
の
た
め
彼
ら
は
ボ
コ
・
ハ
ラ
ム
を
倒
し
た
後
は
、
元
の
生
活
に
戻
る
の
で
は
な
く
、
政
府
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か
ら
の
支
援
を
得
て
、
軍
や
警
察
へ
の
就
職
や
起
業
を
希
望
し
て
い
る（

（5
（

。
Ｃ
Ｊ
Ｔ
Ｆ
へ
の
参
加
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
自
尊
心
や
、
ナ

イ
ジ
ェ
リ
ア
政
府
や
国
民
の
た
め
に
命
を
捧
げ
て
い
る
と
い
う
自
己
認
識
は
、
Ｃ
Ｊ
Ｔ
Ｆ
か
ら
の
除
隊
に
あ
た
っ
て
、
政
府
な
ど
か

ら
相
応
の
支
援
を
受
け
る
こ
と
は
当
然
と
の
認
識
を
生
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
二
万
人
以
上
に
の
ぼ
る
Ｃ
Ｊ
Ｔ
Ｆ
メ
ン
バ
ー
に
対
し

て
希
望
通
り
の
支
援
を
提
供
で
き
る
と
は
限
ら
ず
、
今
後
、
Ｃ
Ｊ
Ｔ
Ｆ
の
一
部
が
新
た
な
武
装
勢
力
や
犯
罪
組
織
に
変
容
し
、
同
国

の
安
全
保
障
に
お
け
る
脅
威
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
Ｃ
Ｊ
Ｔ
Ｆ
に
よ
る
超
法
規
的
な
暴
力
や
人
権
侵
害
も
深
刻
な
問
題
と

な
っ
て
い
る
。
特
に
、
政
府
の
統
制
下
に
な
い
組
織
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
政
府
機
関
が
負
う
説
明
責
任
を
Ｃ
Ｊ
Ｔ
Ｆ
は
回
避
で
き
る

こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
る（

（6
（

。
こ
う
し
た
暴
力
や
人
権
侵
害
が
今
後
も
続
き
、
そ
れ
に
対
す
る
適
切
な
対
応
、
す
な
わ
ち
法
に
基
づ
い

た
加
害
者
の
処
罰
や
被
害
者
へ
の
補
償
な
ど
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
、
現
地
の
人
々
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
間
に
禍
根
を
残
し
、
長
期
的

な
平
和
構
築
に
お
け
る
障
害
と
な
り
う
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
ア
フ
リ
カ
化
や
自
警
団
の
活
用
は
武
装
勢
力
や
テ
ロ
組
織
と
の
非
対
称
性
を
緩
和
・
克
服
し
、
軍
事
的
に
こ
れ

ら
の
勢
力
を
弱
体
化
あ
る
い
は
鎮
圧
す
る
可
能
性
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
こ
れ
ら
の
方
法
は
、
部
隊
派

遣
国
の
政
治
的
思
惑
に
よ
っ
て
軍
事
作
戦
が
左
右
さ
れ
る
こ
と
で
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
正
当
性
を
傷
つ
け
た
り
、
自
警
団
が
政
治
的
、
経

済
的
利
益
を
追
求
す
る
武
装
勢
力
や
犯
罪
組
織
へ
と
変
質
す
る
こ
と
で
長
期
的
な
平
和
と
安
定
を
損
な
っ
た
り
す
る
な
ど
の
副
作
用

を
伴
う
。
言
い
換
え
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
の
方
法
は
「
諸
刃
の
剣
」
で
あ
り（

（6
（

、
そ
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
つ
つ
も
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を

極
小
化
す
る
方
法
や
枠
組
み
を
個
々
の
状
況
に
合
わ
せ
て
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
非
対
称
性
概
念
を
手
掛
か
り
に
、
ア
フ
リ
カ
が
直
面
す
る
安
全
保
障
課
題
の
解
決
、
特
に
武
装
勢
力
や
テ
ロ
組
織
の
弱
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体
化
や
鎮
圧
に
お
け
る
軍
事
力
の
有
用
性
と
そ
の
限
界
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
て
き
た
。
こ
こ
で
は
こ
れ
ま
で
の
議
論
か
ら
明
ら
か

に
な
っ
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
と
も
に
、
今
後
の
研
究
上
の
課
題
に
つ
い
て
考
察
し
て
、
本
稿
を
締
め
く
く
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

本
稿
で
は
ま
ず
、
ア
フ
リ
カ
域
内
外
の
政
府
や
そ
の
軍
と
、
武
装
勢
力
や
テ
ロ
組
織
な
ど
と
の
間
に
存
在
す
る
五
つ
の
非
対
称
性

と
そ
の
含
意
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
。
す
な
わ
ち
（
一
）
戦
い
の
目
的
や
成
功
・
勝
利
の
定
義
、（
二
）
政
治
的
意
志
、（
三
）
組

織
構
造
、（
四
）
時
間
軸
、（
五
）
情
報
に
お
け
る
非
対
称
性
は
、
い
ず
れ
も
政
府
軍
を
主
体
と
す
る
Ｐ
Ｋ
Ｏ
や
軍
事
作
戦
に
よ
っ
て

武
装
勢
力
や
テ
ロ
組
織
を
弱
体
化
あ
る
い
は
鎮
圧
す
る
こ
と
を
困
難
と
す
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
示
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
非

対
称
性
は
、
各
国
の
政
治
的
制
約
や
軍
の
組
織
的
性
質
に
根
ざ
す
も
の
で
あ
り
、
容
易
に
は
解
消
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
も
指

摘
し
た
。

　

次
に
、
こ
れ
ら
の
非
対
称
性
を
緩
和
・
克
服
す
る
方
法
と
そ
れ
に
伴
う
課
題
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
具
体
的
に
は
、
Ｐ
Ｋ
Ｏ
や
軍

事
作
戦
に
お
け
る
ア
フ
リ
カ
化
の
進
展
と
、
自
警
団
の
活
用
が
も
た
ら
し
う
る
効
果
と
課
題
を
検
証
し
た
。
ア
フ
リ
カ
化
に
よ
っ
て

Ｐ
Ｋ
Ｏ
な
ど
に
ア
フ
リ
カ
の
国
々
、
特
に
紛
争
国
周
辺
の
国
が
中
心
と
な
っ
て
部
隊
を
派
遣
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
政
治
的
意
志
の

非
対
称
性
が
緩
和
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
同
様
に
、
自
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
守
る
と
い
う
強
い
意
志
の
下
、

地
域
住
民
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
自
警
団
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
政
治
的
意
志
と
情
報
の
面
に
お
け
る
非
対
称
性
を
緩
和
・

克
服
し
う
る
こ
と
を
示
し
た
。
し
か
し
、
ア
フ
リ
カ
化
や
自
警
団
の
活
用
に
は
一
定
の
リ
ス
ク
も
伴
う
。
ア
フ
リ
カ
化
の
進
展
に

よ
っ
て
紛
争
国
に
利
害
関
係
を
有
す
る
国
々
が
部
隊
派
遣
の
中
心
と
な
る
と
、
そ
れ
ら
の
国
々
の
政
治
的
思
惑
に
よ
っ
て
本
来
の
目

標
と
は
異
な
る
方
向
に
Ｐ
Ｋ
Ｏ
や
軍
事
作
戦
が
進
め
ら
れ
る
可
能
性
が
高
ま
る
。
同
様
に
、
自
警
団
も
独
自
の
政
治
的
、
経
済
的
利

益
を
追
求
す
る
組
織
に
変
容
し
、
長
期
的
な
平
和
や
安
定
の
阻
害
要
因
と
な
っ
た
り
、
一
般
の
人
々
に
対
す
る
暴
力
や
人
権
侵
害
に

よ
っ
て
、
将
来
の
紛
争
の
火
種
を
ま
い
た
り
す
る
リ
ス
ク
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
示
唆
さ
れ
る
の
は
、
現
状
に
お
け
る
軍
事
力
の
限
界
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
現
在
の
ア
フ
リ
カ
の
安
全
保
障
を
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脅
か
す
武
装
勢
力
や
テ
ロ
組
織
な
ど
を
軍
事
的
な
手
段
で
弱
体
化
・
鎮
圧
し
、
平
和
と
安
定
に
つ
な
げ
て
い
く
に
は
様
々
な
障
害
や

制
約
を
乗
り
越
え
る
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
は
決
し
て
容
易
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
少
な
く
と
も
短
期
的
に
は
、

政
策
レ
ベ
ル
で
の
議
論
で
指
摘
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
、
政
治
的
、
経
済
的
あ
る
い
は
社
会
的
な
関
与
に
よ
っ
て
、
武
装
勢
力
や
テ
ロ

組
織
の
活
動
を
支
え
る
様
々
な
要
素
（
資
金
源
や
武
器
入
手
ル
ー
ト
、
現
地
住
民
の
支
持
な
ど
）
に
働
き
か
け
て
い
く
こ
と
で
、
軍
事

力
の
限
界
を
補
う
必
要
が
あ
る
。

　

一
方
で
、
長
期
的
に
は
、
本
稿
の
考
察
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
状
況
が
変
化
す
る
こ
と
で
、
軍
事
力
の
有
用
性
が
高
ま
る
可
能
性

も
あ
る
。
例
え
ば
、
ア
フ
リ
カ
化
に
よ
っ
て
部
隊
派
遣
国
の
政
治
的
思
惑
が
軍
事
作
戦
を
左
右
す
る
リ
ス
ク
は
、
国
連
や
Ａ
Ｕ
な
ど

が
実
施
す
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
兵
力
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
、
部
隊
派
遣
の
意
志
と
能
力
を
持
っ
た
ア
フ
リ
カ
の
国
が
依
然
と
し
て
少
な
い

と
い
う
現
状
が
前
提
に
あ
る
。
今
後
、
域
外
国
や
国
際
機
関
に
よ
る
支
援
を
通
じ
て
ア
フ
リ
カ
各
国
の
軍
の
能
力
が
向
上
す
れ
ば
、

ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
目
標
に
沿
わ
な
い
利
害
関
係
を
持
つ
国
か
ら
の
部
隊
派
遣
に
依
存
す
る
必
要
性
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
も

し
れ
な
い
。
ま
た
Ａ
Ｕ
な
ど
に
お
け
る
制
度
化
の
進
展
や
ル
ー
ル
の
強
化
に
よ
っ
て
、
派
遣
部
隊
へ
の
統
制
を
強
め
ら
れ
る
可
能
性

も
あ
る
。
さ
ら
に
、
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
Ｐ
Ｋ
Ｏ
や
軍
事
作
戦
を
め
ぐ
る
国
際
的
あ
る
い
は
地
域
内
の
協
力
枠
組
み
は
進
化
を
続
け

て
お
り
、
ソ
マ
リ
ア
や
サ
ヘ
ル
地
域
な
ど
に
お
い
て
、
Ａ
Ｕ
や
国
連
、
Ｅ
Ｕ
、
米
国
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
多
様
な
ア
ク
タ
ー
間
で
重
層

的
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
構
築
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
は
依
然
と
し
て
試
行
錯
誤
の
段
階
に
あ
る
が
、
武
装
勢
力
な
ど
と
の
間
の

非
対
称
性
を
克
服
す
る
方
法
が
将
来
、
見
出
さ
れ
る
可
能
性
は
あ
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
ア
フ
リ
カ
の
平
和
と
安
定
に
向
け
た
取
り
組
み
に
お
い
て
軍
事
力
は
今
後
も
一
定
の
役
割
を
果
た
す
可
能
性
が

高
く
、
そ
の
有
用
性
や
限
界
を
理
解
す
る
こ
と
は
引
き
続
き
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
本
稿
で
は
軍
の
役
割
と
し
て
武
装
勢
力
や
テ
ロ

組
織
の
弱
体
化
や
鎮
圧
に
焦
点
を
絞
っ
て
考
察
を
行
っ
た
が
、
ア
フ
リ
カ
に
お
い
て
域
内
外
の
軍
は
非
軍
事
的
な
も
の
も
含
め
て

様
々
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
こ
う
し
た
多
面
性
も
踏
ま
え
た
上
で
、
軍
や
軍
事
力
の
有
用
性
や
限
界
を
検
証
す
る
こ
と
が
必
要
と
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さ
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